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のテンポ系列を設けた（上昇系列：50 bpm の背景音で課題を行った後，80 
bpm の背景音で課題を行う；下降系列：128 bpm の背景音で課題を行った
後，80 bpm の背景音で課題を行う）。さらに，ハイレゾ音源と高周波成分
をカットした音源を用意した。 
 研究 2 と一致して，上昇系列（50 bpm から 80 bpm に変わったとき）で
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